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きっかけ①
H21年まで病院内に患者図書室はない（職員

専用図書室と司書のみ在籍）

がん患者サロンが全国に展開しており、H22

年頃に当院でもがん患者サロンの開設が望まれ

ていた

病院幹部のだれも、がん患者サロンが何でど

のような機能が必要なのか知らなかった

県内のがん拠点病院ではサロン開設は最後発

きっかけ②
今後のサロン設立のためにも、県内のがんサ

ロンの見学と全国の好事例リサーチ

サロンのついでに、誰もが気軽に立ち寄れる

患者家族の情報収集基地として、パンフレット

やウィグなどを展示するスペース確保要望

当初、企画者も患者図書室の設置に関しては

要望していなかった

タイミングと味方
H21年ころには、がんサロン設置を幹部に提言す

るも、聞き入れてもらえず

H22年頃には当院のみサロン未設置。幹部の焦り

サロン企画案は提案をある程度縮小されることを

見越して、必要な面積や機能を誇張気味に申請

病院事務担当者No2が、サロン付帯施設に興味を

示す



新たな提案
事務局より、情報提供コーナーを趣旨変更し、

患者図書室として規模拡大するよう提案

提案者が県庁内での、「県庁内図書室」開設

等に携わった経験があり、病院でも同様の試み

ができないか模索していた

より、高機能の患者サロンを目指したがん相

談担当者と、事務担当者の意向が一致し、一気

に患者図書室設置の機運が高まる

がん患者サロンの開設

患者図書室開室時の新聞記
事 • 患者さん向けの医療情報や闘病記、インターネットを

利用した調べ物などが可能な図書室を院内に整備して

います

中央病院患者図書室

「図書室」利用方法

【場所】本館６階南棟
【開室時間】平日 13：00～16：00
【貸出冊数・期限】

入院患者3冊まで、1週間
外来患者3冊まで、2週間

※外来患者への貸出は当院図書に限る
※貸出には当院診察券が必要



9
患者図書室の設置

がん患者サロンと患者図書室が同時に整備さ

れ、運営開始。しかし、蔵書不足の問題が…

鳥取県立図書館の「鳥取県図書館ネットワー

ク相互貸借」の活用

蔵書数の充実と県立図書館とのネットワーク

強化に！

現在の患者図書室とリーフレット



現状の県立図書館との連携
鳥取県図書館ネットワーク相互貸借

病院主催の市民講座（年３～４回）を県立図

書館会議室で開催。並行して、出張がん相談

県立図書館主催研修等の際に講師選定協力と

出張相談に相談支援部会員を招聘

サロン内に「ほっとこーなー」設置

今後の連携の課題
だれもが、がん情報に気軽にアクセスするた

めに、病院外での相談支援が重要

→出張がん相談を増やしたい

相互貸借スタート当時の県立図書館担当者と

がん相談担当者間では、県立図書館での定期出

張相談開設について好感触

県立図書館での定期出張相談の院内稟議

→「Reject」される。。。

よい連携構築のために

時流は重要。ときには潔く引くことも

トップダウンは円滑に事業が進みやすい

理解ある担当者との出会いは、運の要素が
強い。担当者が人事異動になる前に迅速に
事業を推進

少ないチャンスを有効に活用

市民講座のついでに出張相談を行うなど、
できることから、「こつこつ」と


